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中高保健科教職課程における教職実践演習の取り組み
和　田　雅　史
１ ．「教職に関する科目」としての教
職実践演習
　「教育職員免許法施行規則の一部を改正する省
令」１） により2010年度入学生から「教職に関する
科目」に「教職実践演習」が新設された。文部科
学省が提示している科目の趣旨・ねらいでは，
「学びの軌跡の集大成」として位置づけられてお
り，「この科目の履修を通じて，教員になる上で
自己にとって何が課題かを自覚し，必要に応じて
不足している知識や技能を補い，その定着を図る
ことにより教職生活を円滑にスタートできるよう
になることが期待される」と説明されている。こ
の意味からも，教職課程の総仕上げ的意味合いを
持ち，教育実習の終わった 4年次後期に設置され
る科目であり，いわば教職に就く学生の適格性を
問うことにもなり，これまでの教職課程のように
単位さえ取って教育実習さえ行えば教員免許が取
得できるのとは異なり，教員の仕事を全面的に理
解し，強く教員を目指す学生を対象とする授業内
容になっている。逆に教職には就かないが，資格
としてのみ教員免許を取得しようとする学生の排
除にも繫げようという意図もかすかに見えかくれ
するのが，この「教職実践演習」という科目のね
らいであると考えられる。
　また，この科目の趣旨を踏まえ上述した省令の
中では，この科目には次の 4つの事項を含めるよ
う指示されている。
　①使命感や責任感，教育的愛情等に関する事項
　②社会性や対人関係能力に関する事項
　③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項
　④教科・保育内容等の指導力に関する事項
　そして，これらの趣旨・ねらいを考慮して，具
体的な授業内容の例示やその授業内容を通じての
到達目標の確認指標までもが具体的に指示されて
いる。実際には演習形式の授業を通じて，教育現
場との密接な連携も意図されている。授業方法等
の項目では，「具体的には，授業内容に応じて例
えば教室での役割演技（ロールプレーイング）や
グループ討論，実技指導のほか，学校や教育委員
会等との協力により，実務実習や事例研究，実地
調査（フィールドワーク），模擬授業等を取り入
れることなどが考えられる」としている。ここま
で見てくると，これまでは大学の授業内容には具
体的指導の方法や評価については特段詳細に示し
てこなかった文部科学省が，小中高校における学
習指導要領の取り扱いにも似たものを想起させる
ものであり，文部科学省指導による大学の教育内
容にも同様な動きが始まったのかと思わされる側
面もある。
　少なくとも始まったばかりの教職必修科目とし
ての教職実践演習には，それほど多くの蓄積がな
い。特に保健科教育における実践やその計画など
の報告は今のところ見られない。そこで，これか
ら教職実践演習を行っていく立場から，この教職
実践演習の授業をどのように計画し，どのように
実践へと進めたら良いのかを検討した。
２ ．中高保健科教育における教職実
践演習の到達目標
　平成18年 7 月の中央教育審議会の答申では，今
後の教員養成・免許制度の在り方について教職実
践演習を必修化するという考えを提示する中で，
具体的方策としては「……課程認定大学が自らの
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養成する教員像や到達目標等に照らして最終的に
確認するものである」として，教職実践演習のカ
リキュラムイメージとしての指標を出している。
ここでは，この文部科学省が提示した到達目標及
び目標到達の確認指標という形式に，中高保健科
教職実践演習で必要とされる目標到達の確認指標
の内容２） を検討し以下のようにまとめた。
表 1　中高教職実践演習目標到達の確認指標
含めることが必要な事項
（文部科学省による記載事項）
到達目標
（文部科学省による記載事項）
目標到達の確認指標例
（中高保健科に対応して筆者による改変事項）
１．使命感や責任感，教
育的愛情等に関する
事項
○　教育に対する使命感や情熱を持ち，常
に子どもから学び，共に成長しようとす
る姿勢が身に付いている。
○　高い倫理観と規範意識，困難に立ち向
かう強い意志を持ち，自己の職責を果た
すことができる。
○　子どもの成長や安全，健康を第一に考
え，適切に行動することができる。
○　子どもに対しては，常に誠実公平に接
し，子どもの学びに即して共に成長しよ
うとする意識を持って，指導に当たるこ
とができる。
○　教員としての使命感やその職務を理解
し，自分自身の職責を積極的に果たそう
とする姿勢を持っている。
○　自身の課題を認識し，その解決に向け
て常に学び，努力する姿勢を持ってい
る。
○　子どもの成長や安全，健康に配慮しな
がら日々の教育活動を推進できる。
２．社会性や対人関係能
力に関する事項
○　教員としての職責や義務の自覚に基づ
き，目的や状況に応じた適切な言動をと
ることができる。
○　組織の一員としての自覚を持ち，他の
教職員と協力して職務を遂行することが
できる。
○　保護者や地域の関係者と良好な人間関
係を築くことができる。
○　教員として相応しい生活態度が身につ
いているか，　社会人としての基本が身
についている。
○　他の教職員と協力しながら，自らの職
務を遂行することができる。
○　教員として，協調性や柔軟性を持っ
て，校務の運営に当たることができる。
○　保護者や地域の関係者の意見・要望に
耳を傾けるとともに，連携・協力しなが
ら，課題に対処することができる。
３．幼児児童生徒理解や
学級経営等に関する
事項
○　子どもに対して公平かつ受容的な態度
で接し，豊かな人間的交流を行うことが
できる。
○　子どもの発達や心身の状況に応じて，
抱える課題を理解し，適切な指導を行う
ことができる。
○　子どもとの間に信頼関係を築き，学級
集団を把握して，規律ある学級経営を行
うことができる。
○　子どもとの交流を深め，親しみを持っ
た態度で接することができる。
○　子どもの様子や健康状態の把握に努
め，常に公平かつ受容的な態度で接する
ことができる。
○　社会状況や時代の変化に伴い生じる新
たな課題や子どもの変化を，進んで捉え
ようとする姿勢を持っている。
○　一人一人の子どもの特性や心身の状況
を把握した上で学級・ホームルーム経営
案を作成し，それに基づく学級・ホーム
ルームづくりをしようとする姿勢を持っ
ている。
4．教科・保育内容等の
指導力に関する事項
○　教科書の内容を理解しているなど，学
習指導の基本的事項（教科等の知識や技
能など）を身に付けている。
○　板書，話し方，表情など授業を行う上
での基本的な表現力を身に付けている。
○　子どもの反応や学習の定着状況に応じ
て，授業計画や学習形態等を工夫するこ
とができる。
○　教員の教科書教材への理解と授業準備
を十分に行うことにより学習指導案を作
成することができる。
○　適切な教材教具を準備し授業を円滑に
進めるための授業計画を立てる。
○　思考力を高め，自分の意見を的確に表
現できる能力を養う事のできる授業を行
うことができる。
○　健康科学の基礎的な知識や技能を身に
つけるための指導法を工夫することがで
きる。
○　科学的認識を高め，将来起こりうる新
たな健康課題に対応できる能力を養う。
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３ ．教職実践演習の授業への取り組み
　授業への取り組みとしては歴史の浅い教職実践
演習では，授業の系統的研究や実践的研究の成果
がまだまだ不十分な状況であり，担当する各大学
の教職課程では手探り状態で試行錯誤しながら授
業を進めているのが現状である。そこで，試行錯
誤しながらも中高保健体育科教員養成課程におけ
る教職実践演習の講義の内容，学びの目標，授業
計画を以下のように組んだ。
４ ．教職履修カルテの活用による補
完指導
　文部科学省は，この教職実践演習に当たっては
履修カルテを参照し（注１），個別に補完的な指導を
行うことを定めている。同時に単位認定に当たっ
ては「実技指導，グループ討論，補完指導，試験
の結果等を踏まえ，教員として最小限必要な資質
能力が身に付いているかを確認し，単位認定を行
う」こととしている。
　教職課程の学生が初年次よりどのような履修状
表 2　中高教職実践演習講義計画
【講義概要】
講義の内容 教師に必要なコミュニケーション能力や教師として必要な教養等を含めた教師の在り方，実践的な指
導力，学級形成（学級経営，集団の把握と生活指導，生徒理解と教育相談，保護者・地域との連携）
をバランスよく形成しているかどうかを最終的に確認し，実践的指導力を確実に身につける。
学びの意義
と目標
「教職実践演習チェックシート（中高）」を用いた自己評価の結果を振り返ることで学生個人の教育に
対する価値観や教育実践力の形成状況の意識づけを行う。それに基づき，いくつかのワークショップ
（KJ 法，ブレインストーミング，グループワーク，ロールプレーイング，模擬授業など）を行うこと
で，学生各自の強みを利用した問題点の改善とさらなる教育実践力の向上を目指す。
【授業計画】
第 １回 教職実践演習の目的と意義
第 ２回 「教師の在り方」－教育の意義と学校教育
第 ３回 「教師の在り方」－学校教育の中での教師の役割
第 4回 「教師の在り方」－問題解決学習
第 5回 「学級形成」－学級・HR経営の意義と学級・HRづくり
第 6回 「学級形成」－集団の把握と学校生活
第 7回 「学級形成」－集団の把握と生活指導
第 8回 「学級形成」－生徒理解と教育相談
第 9回 「学級形成」－保護者・地域・校内組織との連携
第10回 「学級形成」－まとめ（学校現場の見学）
第11回 「実践的な指導力」－教材研究と教材解釈
第12回 「実践的な指導力」－授業づくりとその評価
第13回 「実践的な指導力」－指導方法・指導技術と評価の観点
第14回 「実践的な指導力」－中高保健科授業の実際
第15回 「実践的な指導力」－まとめ（学校現場の見学）
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況かを振り返る資料として，履修カルテの活用を
説いているわけである。教職課程ガイダンスの出
席，授業への参加，実習，見学など全ての各学生
の教職履修状況をポートフォリオ形式（注２） に積み
上げ，学びの履歴を確認することが義務づけられ
ている。 ２年次， ３年次においても定期的に履修
カルテの記入を行いながら，この 4年次後期に開
講される教職実践演習で最終的な振り返りを行
い，教職への適格性を評価するものと思われる。
したがって，この履修カルテ（授業カルテ）をこ
れまで以上に厳密に記載し，学生の成長過程，あ
るいは教職課程全般の評価のアカウンタビリ
ティーが保障されるように整備されなくてはなら
ない。
注
（注1 ）文部科学省は，「学生自身の授業の振り返り」
と「教員からのアドバイス（評価コメント）」を内
容とする履修カルテを教職課程の学生に作成させ提
出させるように指示している。
（注2 ）学生が授業で残した評価ツール（レポート，テ
スト，活動の記録）を保存していくことにより学習
評価をする方法で，履修カルテなどもこの１つと考
えられる。
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